
 

令和４年３月 31日 
県立吉田島高等学校長  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係者評価 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 具体的な取組 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒個々の学
力を伸長させ
て専門学習の
土台となる基
礎学力の定着
を図り、主体
的に学び課題
を解決する力
を養う。 

 

 

 

②生徒が諸活動
に主体的に取
組む態度を養
う。 

①農業科３科と 
生活科学科の 
全年次が揃い 
学科改編で併 
置を生かすた 
めに「編成し 
た教育課程を 
検証する。 
 
 
 
 

②感染症対策を 
講じた行事を 
生徒主体で企 
画・運営す 
る。 

①年２回の生徒に 
よる授業評価、 
研究授業及び課 
題研究の成果、 
発表会の充実を 
図る。 
 
 
 
 
 
 

②生徒会本部を中 
心に各委員会と 
連携し、各クラ 
スの意見を反映 
させ、行事を企 
画・運営する。 

①生徒による授業評価 
7 月 21日、12月 24 
日及び３年次魅力と 
特色アンケート 1月 
13 日実施。 

 
 
 
 
 
 
 
②体育祭（５月）、文 
化祭（10 月）、スポ 
ーツ大会（12・３ 
月）を実施し、感染 
症対策を考慮した企 
画を、実行委員で発 
案し、各クラスから 
意見を聴取したうえ 
で、取り組んだ。 

①生徒による授業 

評価の項目、３ 
及び魅力と特色づ 

くりアンケートの 

課題の発見と解決 

に向けた学習活動

への肯定的な意
見が 80%以上得
られ、目標を達
成できた。 

 

 

②今年度の生徒会
主要行事を、生
徒主体で全て実
施することがで
きた。また、文 

化祭のアンケー 

トでは、主体的 

に 取 り 組 め た
（84％）、感染
症対策ができた
（96％）の回答
を得られた。 

①全体では目標値を達成 

できたが 70%台の教科
がいくつかあった。分
散登校やオンライン授
業、短縮授業等感染症
対策下でもあっても、
他者の考えを知り、自
らの意見を広げ深める
機会を工夫、授業改善
の必要がある。 

 

 

②各行事を実施できた半 

面、各アンケートで 

は、種目や企画などの 

新しい試みや、運営方 

法について、複数の改 

善すべき点が挙げられ 

たため、次年度に向け 

て検討の余地がある。 

①アンケートから概ね
すべての項目で肯定
的 な 意 見 が 見 ら れ
た。本校のキャリア
教育により社会的・
職業的自立のために
必要な能力が身につ
いたと自覚している
生徒も85%以上あるこ
とは評価できる。 

 

 

②感染症対策を講じな
がら生徒会の各行事
を無事に実施するこ
とができた半面、課
題も散見されている
ので、来年度も引き
続き生徒とともに安
全に配慮した行事運
営を実施していただ
きたい。 

①本校での学びを通して
中学校より人を思いや
る気持ちが身に付いた
り、思考力・判断力・表

現力を高めたと実感して

いる生徒が 8 割を超えて

いることは評価できる。

基礎学力の確実な定着と

時代に即した専門性を伸

長させることが課題であ

る。 

 

②今年度の生徒会主要行
事を、生徒主体で全て
実施することができた
が、各行事内の種目や
企画などの新しい試み
や、運営方法につい
て、多くの課題が発生
した。 

①専門高校に学ぶ生徒の学
力の幅が広いことは認識
している。基礎学力は専
門学習の土台であり、教
科を横断した視点で、効
率的な学びの仕組みを創
ることが求められる。 

 

 

 

 

 

②各行事における要項を見
直し、運営における時間
配分や手順を再考し、種
目や企画についても生徒
と改めて意見を交換し、
改善を図る。 

２ 
生徒指導 
・支援 

生徒一人ひとり 
の個性を尊重し 
て自己肯定感を 
高め、ニーズに 
応じた支援・指 
導を行う。 

①生徒指導内規
や校則につい
て、生徒の実
態やニーズと
合致している
かの整理及び
見 直 し を 図
る。 

①科や年次など、
全体の意見を集
約して、生徒の
実態に合致した
内規の見直しを
図る。 

①グループ内で内規見
直しのための話し合
いを開始し、原案の
作成に取り組むこと
ができた。今後、話
し合いを進め、科や
年次の意見を取り入
れていきたい。 

①11/4 企画会議提
案。年次会の意
見を集約し、グ
ループ会議にて
再検討したもの
を 12/22職員会議
で提案し決裁い
ただくことがで
きた。 

①新年度においても、生 
徒一人ひとりの個性を 
尊重して自己肯定感を 
高め、ニーズに応じた 
支援・指導を継続しな 
がら、生徒の実態に合 
致しているかを検討 
し、必要に応じて改善 
していく必要がある。 

①全職員の意見を得ら 
れるように、グルー
プ、年次の意見を取
り入れ学校全体の意
見として、内規の見
直しに取り組んだ様
子が見られた。今後
も必要に応じて生徒
の実態に合った内規
の見直しを図って欲
しい。 

① 全職員の意見を集約
し、内規の改定に取
り 組 む こ と が で き
た。他にも生徒の実
態に合致しないルー
ルや校則などがある
場合には、同様に改
定を図っていきたい
が、生徒の実態に合
致しているかの判断
が難しい。 

① ルールや校則の改定に
ついては、教員の意見
だけでなく、生徒の実
態に合致しているかど
うかの判断として、生
徒の意見や保護者の意
見を取り入れてみるこ
とも改善方法として取
り入れたらよいのでは
ないか。 

３ 進路指導・支援 

生徒の社会的職 
業的自立を目指 
して職業観、勤 
労観を養うよう 
早期からの進路 
指導の充実を図 
る。 
 

①進路選択に向
け、自ら考え
る姿勢を身に
つけさせる。 

 

 

②卒業後の社会
参 加 に つ い
て、意識向上
を図る。 

①志望理由書等の
書き方や面接マ
ナーの講習を充
実させる。 

 
 
②分野に外部講師
の活用を推進す
る。 

①面接指導では、外部 
講師と担任を中心と
した教員で指導を行
い、志望理由書のか
きかたは個別指導を
中心に行う。 

②１・2年生で、外部講 

師によるガイダンス 

を行う。 

①面接については
個別に指導でき
たが、志望理由
書については十
分 で は な か っ
た。 

②各年次３回行う
ことができた 

①生徒と教員の個人のつ 
ながりからの指導が多 
かった。 

 
 
 
②多くの生徒は前向きに 
取り組めた。 

 
①②いずれも関心を持た
ない、取り組めない生徒
いる。粘り強く指導をし
ていく。 

①、②専門学科高校と
して、地域に貢献す
る職業人の育成に励
んでいただきたい。 

 また、高卒後、大学
等で学生として学ぶ
意欲の強い学生の育
成にも励んでいただ
きたい。 

①、② 多くの生徒が進
路について自ら考える
ようになってきている
が「活動する。」とい
う部分は不足してい
る。 

 
 

①、②・情報発信を充実さ
せ、生徒が行動するきっ
かけづくりをする。 

 ・物事を考え、表現する
する力が不足しチェいる
ので基礎学力の充実を学
事グループと連携して図
る。 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係者評価 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 具体的な取組 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

地域との連携を 
充実させ、地域 
に貢献する産業 
人材の育成を通 
して信頼される 
学校づくりを進 
める。 
 
 

①地域に開かれ
地域とともに
ある学校づく
りを目指し、
タイムリーに
情報発信を行
う。 

 

 

 

 

②開成町、ＪＡ
などと連携の
継続・発展を
図る。 

①学 校 Ｈ Ｐ や
Twitter、学校
紹介用のチラシ
の充実を図り、
迅速に情報を発
信する。 

 

 

 

 

 

②幼・小・中・高
校の連携事業を
実施する。 

①学校ＨＰは随時更新し 

ている。また、毎月、校 

内の様子を A4用紙１枚 

程度にまとめ情報発信し 

た。学校紹介用のチラシ 

は各科ごとに作成し、説 

明会等で配付した。 

 

 

 

 

②開成町との連携をこ
れまで以上にしっか
りと行い、収穫した
枝豆を小学校に届け
たり、中学校に作品
を 展 示 す る な ど し
た。 

①学校ＨＰにおい 
て、毎月の校内
の様子を掲載す
るなど月に４～
５回程度の更新
がされている。
また、説明会い
おいても学校紹
介チラシを配布
することにより
活用できた。 

②現在の状況ｄｅ
行えることを実
施した。 

①生徒の活動の様子や学
校の動き等がより伝わ
る工夫を検討する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②現在のようなコロナ禍
が継続することを想定
して、できる連携事業
を検討する。 

 

①引き続き、学校の様
子がわかるような方
法を模索し、情報の
発信をして欲しい。 

 
 
 
 
 
 
 
②地域との連絡・報告
を密に行う。 

①学校ＨＰや地域の広報
誌、学科を紹介したチ
ラシを作成し、地域に
向けての情報発信の充
実ができた。今後は、
生徒の活動の様子が伝
わりやすい工夫を検討
していく必要がある。 

 
 
 
②生徒がかかわる事業を
増やしていく。 

①学校ＨＰを活用し、定期
的に校内の様子等の情報
発信を心掛ける。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②開成町・ＪＡ・企業等と
の連絡を密にする。 

５ 
学校管理 
学校運営 

安全、安心な学
校生活のための
教育環境を整備
し、すべての職
員が学校教育目
標を共有して農
業や生活産業分
野の教育活動の
継承・発展を進
める。 

①開成町防災担
当者との連携
を図る。 

 
 
 
②校内環境を整
える。 

 
 
 
③コミュニティ
スクールの各
部会と連携を
図る｡ 

 
 
 
 
④ＩＣＴ利活用
のための情報
機器の整備と
研修会を実施
する。 

 

①避難場所や防災
物品を確認す
る。 

 
 
 
②校内環境を点検
し、整備計画を
立てる。 

 
 
③コミュニティス
クールで学校の
課題を共有し、
意見を精選す
る。 

 
 
 
④Teamsや G-

suite の利活用
方法等の研究を
行い、研修会を
実施する。 

 

①今後実施予定 

 

 

 

 

 

②今後アンケートを実施
し、計画を立案する 

 

 

 

③７月に第１回のコミ
ュニティスクールを開
催した。 
 
 
 
 
 
④Teams を利用した職員
間で伝達事項の確認
や情報交換が実施さ
れている。また、授
業 に お い て は 、 G-
suite をはじめとし、
ＩＣＴの効果的な利
用がされている。 

 

①開成町防災担当
者と打ち合わせ
を行い、避難計
画について共有
することができ
た。 

② Ｐ Ｔ Ａ と 協 議
し、業者による
トイレ清掃を行
う こ と が で き
た。 

③コミュニティス 
クールで地域の
方との連携がと
れ、これからの
吉田島高校の在
り方に対して有
意義な意見交換
ができた。 

④ＩＣＴの利活用
についての研修
会等で積極的な
参 加 が 見 ら れ
た。また、その
内容の情報が職
員間でも情報共
有できた。 

 

①今後は水害の避難計画
について開成町防災担
当者と打ち合わせを行
う必要がある。 

 
 
②整備計画を年度当社に

提案できるよう、前年
度からの検討を行う必
要がある。 

 
③地域との連携をさらに
深めていく必要があ
る。 

 
 
 
 
 
④ＩＣＴの授業でより効 

果的な利活用に向けて
研修の機会を増やす。 

①地域の防災は非常に
重要なことであるの
で、今後も町と学校
で十分に連携を図っ
てもらいたい。 

 
②生徒が学習に集中で

きるよう、整備を進
めてもらいたい。 

 
 
③吉田島高校ならでは
のコミュニティスク
ールを展開してほし
い。 

 
 
 
 
④１人１台パソコンに
向けて効果的な活用
方法を引き続き模索
してほしい。 

①開成町防災担当者と打
ち合わせを行い、避難
計画の共有ができ、水
害避難についての計画
を行う必要がある。 

 
②校内整備が必要な個所
を把握することがで
き、整備を実施するこ
とができた。 

 
③地域との連携を図り、
有意義な情報交換がで
きた。 

 
 
 
 
 
④授業等においてもＩＣ
Ｔの利活用をすること
により、授業内容の理
解を深めることができ
た。 

①開成町との連携を最重要
課題としてとらえ、PTA
とともに三者で防災につ
いて情報を共有し、生徒
の指導に当たっていく。 

  
②ＰＴＡとも連携をとり広
い視野で捉え、計画を立
てる。 

 
 
③引き続き地域との連携を
深めていきたい。 

 
 
 
 
 
 
④1 人１台パソコンに向け
て活用方法お検討が必要
である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


